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生涯に‘ゎ7fざる遠衿I紡憑忍臣活tの1基増盤fをぅ＜＜ぐ絣重t要｝な時期です。

生き生ぎ｀と｀生活—し学ふ→竺と功やでぎるよう、-- -----
この時期の子どもの育ちゃ学びについて

みんなで一緒に考えていきませんか？



子どもたちが

扱いやすい、

色、数、長さの縄や紐で

遊ぺる環境づくりをしたら、

「やってみたい！」があふれだし、

遊びを工夫する姿が

広がった！
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遊びへの挑戟と、

安全に遊ぷこと

両方を支える見守りは

参 とっても大事！
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遊び方の

工夫を重ねて、

自分たちで
もっと楽しむ

どうかな．
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広がった！

『／色が広がると ころを

見せt：：いな よれる？ ／ 
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登園した

子どもを迎える空間は、

子どもの

わくわくした思いを

かなえる環境に
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小学校教諭が
参観

「すごい！
おいしそうな
おすしだね ！」

図工の
色水遊びからの
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右のデザインシートを使って
：「架け橋カリキュラム」を考えてみましょう！

1 
まずは、Illてたい子どもの姿」の共有です。

ワークシートの「エリア1」を饒んでみましょう。

..... 
＆逗翌ゾ：ア'1i

~ ~ ~ ~ 

3. 
2 
次に、「すべてを包み込むもの」の共有です。

ワークシートの「エリア2」を読んでみましょう。

....l呵l エリア 3

J昏・ リ況ぷ2;.

そしていよいよ「エリア3」を使って

グループワークをしてみましょう。

グループワーークのやり方を
＇正臣豆 を使って紹介します。最近見た子どもの姿から、「何

かに夢中になっているな」と思った

場面はありますか？

そのような子どもの姿は、どの

ような環境や援助によって見られ

たのだと思いますか？

璽 屯ばはほ：？二？ば悶:1忠 。こと(1つか2つに

②付箋をワークシートに貼りながら、「ひとこと」から広がるエピ

ソードをお互いに話したり聞いたりしましょう。メモを●き込んで

もいいですね。

夢中になれる姿がより多く見ら

れるようにするために、次にどんな

ことをしたらよいでしょうか？

③それぞれのエピソードについて、共通点を見付けたり内容を深めたりするために、 【問2】について

考え、付箋やメモを●き足したりつなげたりしてみましょう。

④さらに、 【間3】について話し合い、共有したことをキーワードにまとめてみましょう。これで、参加

者みなさんのアイデアで作ったわたしたちの「架け橋カリキュラム」が一つできました。

1「この子が困っているように思えるけれど、どう ご たか？ ：ぎ已：`ご アプローチカリキュラム、スタートカリキュ

関わってよいか分からない」ことはありますか？ ラムで悩んでいることは何ですか？
I '  

そんな時園や学校ではそ＝ お互いの悩みにヒントを伝え合うとしたら

ていますか？ どんなことですか？

子どもが困っている時の援助や、環境構 I I 9マさらに充実した交流とするために、次1可 もらったヒントは、年問の保冑・教胃のど

成等、どんな工夫が考えられるでしょう？ ＇ なことに取り組んでみたいですか？ んなところに生かせそうですか？
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1まかにも

ー
ロ分t::.ちに合っ？ 主体の活動がなかなかうまくいか］ 日本語や日本の生活に不自由を感じている ru題Jt

感じていることはありませんか？ 子どもがいませんか？
考えて社ると

...、Tども主体で取り組めたのは、どん］ その子が安心して楽しく生活できるようにす
いいですね。

＇ですか？ るために、工夫したことはありますか？

子ども全体の活動を冥現するために大切 I 宅今後も切れ目のない支援をするために、 II•学
なことは何でしょう？ ， ・保塵者・地域で協力できることはありませんか？
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自ら学び社会とつながり、共に未来を創る人from横浜教育ビジョン2030
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► 豊かで多様な環境との関わりを
保障する人・場もの・事象・時間

園・保育園

四
子ともの育ちと

学びを支える

主体的な遊びを

大切にします

安心できる
環境をつくり、

一人ひとりを

大切に保育します

未知なことや分からないことを自分なりに考え、
自分自身で納得するまで探求し続ける遊びや体験
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具体化しようい〉
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9できるんだろう？ l 知識及び技能

思考力、
判断力、表現力等

学びに向かう力、
人間性等

叫問いをもち、問い続ける 叫 探究的な学び

「学びの芽生え」を「自覚的な学び」につなくために

•安心感、信頼感を大切に、子どもを見守る
・子とも一人ひとりを受け止める

・子ともが様々な人と関わることを大切にする

・自己有用感を育む ・多様性を尊重する

〈中期学校経営計画〉

9年間で育てたい子ともの姿、
育成を目指す資質・能力

人との
つながりから学び
自分も他の人も
大切にできる
子ともの育成

「だれもが」
「安心して」
「豊かに」
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By Yokohama city 
「架け橋カリキュラム」を考える上で、

参考になる横浜市発行の冊子

横決教育ビジ9ン2030

•“",.. 

◄横浜教育ピジョン2030
横浜の教育が目指す人づくり、横浜の教育が育

む力、横浜の教育の方向性を示

しています。
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詞 1110豊かな感性と表現， 言葉による伝え合い

◄よこはま＊保育・教育宣言
横浜の保育・教育施設のすぺての職貝が、乳幼兄

期の子どもに対して何を大切に

して日々関わるかの基本となる

◄育ちと学びをつなぐ
乳幼児期の教育から小学校以降の教育への円滑

,__-I な接続を図るため、平成24年に横浜市で策定し

た「横浜版接続期カリキュラム」の、平成29年度

改訂版です。

◄子どもの社会的スキル横浜ブログラム
鰐伝托~I, 子どもの社会的スキルの育成や学級や集団に温

ふ l)1 かな風土を醸成することを目標

としたアプローチのための炎料

です。

◄第2期横浜市子ども子育て
支援事業計画
生まれる前から冑少年期に至る

まで、子どもや子育て家庭を切

れ目なく支援するための子ども

少年施策の基本計画です。

◄横浜市立学校
カリキュラム・マネジメント要領
総則・総則解説

こ開かれた枡

施・評価・改善するためのよりどころです。
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◄人権教育の充実に向けて
人権教育の充実に向けた取組筍を示したもので

す。毎年更新されまず。
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◄横浜版接続期カリキュラム
実践事例集第8集
主体的・対話的で深い学びのある保育・教育を通

して「今」と「未来」をつなぐ貧質能力を培つてい

こうとする、示唆に宮んだ幼保小の軍例が紹介さ

れています。



Q令和4年度から
「幼保小の架け橋プログラム」が
始まったことを知っていましたか？

「架け橋期」にふさわしい

主体的、・対話的で

深い学びの実現を図り

R3年度調査

％
 

半分以上の園や学校で知られています。
100％を目指し、回や学校内でも話題にしていきましょう。

”ゎヽらI All-1マイ1¥"呵JeL、

多様性に配慮した上で、

全ての子どもに

学びや生活の基盤を

育むことを目指します。

｀ 
R3年度調査

6%  ►►►► 22% ~~g;: ►►►► 22% 
どちらも大きく増えています！

「第4期教育振興基本計画」では令和7年度までに小学校全校での実施を目指しています。

大人同士が連携・協働している園や学校は約50％ です。

コロナ禍でも約半数が取り組みました．I／

＞ このリーフレットを活用することが、大人同士が連携・協慟する機会につながります と

リーフレット発行 損浜市こどもU少年局保胄・敦胄支援蝶 幼保小遺携担当 671 3731 
損浜市敦青委員会事務局 敦胃繹程推妍室 671-3732

小中学校企面課 671-3265 


